
（別紙３）

～ 令和　8　年　1　月　31　日

（対象者数） 1件 （回答者数） 1件

～ 令和　8　年　1　月　31　日

（対象者数） 8件 （回答者数） 8件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利用児の年齢や発達段階に合わせたスモールステップの活動
内容を取り入れられるよう、職員の資質向上に努めていく。
（研修の開催や参加を積極的に行う。）

2

月例会議での話し合いだけではなく、日頃から職員間で積極
的に声を掛け合い、次のプログラムに繋がるよう意識づけを
行う。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用児の特性に応じた環境調整を行い、必要に応じて活動ス
ペースのレイアウト見直しや静養室の活用を進めていく。

2

研修への参加、他教室との意見交換等を行い、視野を広げて
いく。

3

放課後等デイサービスの利用を見据えた過ごしや、小学生以上
の年齢の利用児との関わりが出来る。

就学後を意識し、年齢や発達段階を考慮した活動内容を取り入
れるが、小学生以上の年齢の利用児と同じように過ごしてもら
う。

○事業所名 こぱんはうすさくら盛岡中野教室（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 令和　8　年　1　月　　14　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和　8　年　1　月　14　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　8　年　2　月　7　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

プログラムが固定化されないよう、曜日や利用児の様子を振り
返りながら取り入れている。

支援計画を元に、職員間で共有し、利用児の取り組みの様子を
振り返って段階を踏んだプログラムを組むようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

体格差のある放デイ利用児と同じ空間で過ごすため、限られた
スペースで安全を確保する必要がある。

物理的な仕切りがない。（職員の立ち位置で利用児の安全を守
る他、利用児が遊ぶスペースも職員で決めている。）

多様なニーズに対応するための職員の資質向上が必要。 就学を控えた年⾧児の受け入れ、様々な発達段階に合わせた支
援の組み立てを模索している。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 令和　8　年　1　月　31　日

（対象者数） 26件 （回答者数） 19件

～ 令和　8　年　1　月　31　日

（対象者数） 8件 （回答者数） 8件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動内容が固定化しないよう、新しい教材を研究したり、他
教室での取り組みも聞きながら職員の資質向上に努めてい
く。

2

支援会議の実施や他教室との情報共有の場を設け、利用児の
アセスメントに力を入れていく。

3

利用児の自己肯定感がより高まる声掛けや促しをしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

確実に共有事項を確認し合うために児発管やマネージャーか
ら口頭で伝達したり、会議録を全員に配って内容を周知す
る。不明点があれば職員から質問し、漏れがないようにして
いく。

2

研修への参加、他教室との意見交換等を行い、視野を広げて
いく。

3

決められたプログラムだけではなく、時間を決めて全員で取り
組める活動の提供を行っている。

主に学校休業日に数回の集団活動の時間を設けている。活動時
間を挟むことで、メリハリのある過ごしが出来ている。

系列の事業所や相談支援専門員と連携を図り、一人ひとりの将
来を見据えた支援の方向性を組み立てている。

・他教室での様子も共有し、自事業所での過ごしに活かしてい
る。
・相談支援専門員にも様子を見てもらい、客観的な視点をもら
いながら利用児やご家族様により良い支援が出来るようにして
いる。

児発利用児との過ごしから、自然と相手を思いやる関わりが出
来るようになっている。

年下の利用児に対して、手本となる過ごし方を意識出来る環境
になっている。児発利用児も、すぐ近くに手本となる近しい存
在がいることで出来ることが増えている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

職員全員そろってのミーティングの時間を確保することが難し
い。

シフトの都合上、全員が出勤する日がほとんどない。正社員だ
けではなく、パート社員への伝達も時間がかかることがある。

多様なニーズに対応するための職員の資質向上が必要。 不登校児対応、様々な年齢・発達段階に合わせた支援の組み立
てを模索している。

令和　8　年　1　月　14　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　8　年　2　月　7　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら 盛岡中野教室（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 令和　8　年　1　月　　14　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


